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研究推進校事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究推進校の概要 

学 校 名 所 在 地 電話番号 生徒数 備  考 

豊橋市立東陽中学校 豊橋市岩崎町野田 1-2 0532(62)8116 532 人  

 

２ 研究課題 

地域の特色を生かした学校における道徳教育の取組 

３ 研究主題とその設定理由 

（１）研究主題 

 
 
 
 
 

（２）主題設定の理由 

 本校では、令和６年度、「未来を見据え、自他ともに認め、輝き合える生徒の育成」

を主題とし、校内現職研修に取り組んだ。他者との共感的なかかわり合いの中で理解

や考えを深められるよう、個を生かし、互いに認め合える授業実践に向け、発問や板

書の工夫、効果的なかかわり合いの姿について研究を進めてきた。 
しかし、令和６年度に行った全国学力・学習状況調査の質問紙調査では、「自分と違

う意見について考えるのは楽しいと思いますか。」という質問に対し、「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」を合わせた回答は 71.8％（全国比－4.4 ポイント・

県比－2.8 ポイント）であった。「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりする活動に取り組んでいますか。」という質問に対し、同 82.5％
（全国比－9.2 ポイント・県比－6.0 ポイント）という結果が見られ、いずれも全国平

よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の充実 

－地域の特色を生かした道徳教育の推進－ 

〈取組の成果とポイント〉 

〇教師が「考え、議論する道徳」を念頭に置き、授業をつくっていく過程や授業を展開

していく際の流れを知り、工夫していった。外部講師をお招きし、生徒全員が考える

ことができる授業方法を学び、各教師が実践を行った。その結果、日本語が難しい外

国籍生徒を含む生徒全員が、課題に向き合って取り組む姿が見られた。また、教師自

身も道徳科の授業への自信をもつことができた。 

〇道徳教育を学校全体で行うにあたり、一人一人の教師が個別に行うのではなく、家庭・

地域・生徒間・教員間でつながりながら進めていった。保護者が参加する道徳授業、

教員同士が授業を見合う実践などを行った。その結果、生徒が一人の教師からだけで

はなく、多様な学びを得ることができた。教師にとっても同様に、他者から多様な学

びを得ることができた。 
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均・県平均を下回った。これは、本校が学校経営における重点努力目標の一つとして

挙げている「考え、議論する」道徳の授業について、校内で教員同士が学ぶ機会が十

分でないこと、経験の浅い教員が道徳において授業力向上が図られていないことが原

因であると考えた。 
また、先の質問紙調査では、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思い

ますか。」という質問に対し、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を合わせ

た回答は 77.1％（全国比＋3.0 ポイント、県比＋1.0）という全国平均や県平均を上回

る結果が見られた。これは、令和６年度から教育目標に「地域とともにある学校」を

掲げ、地域の協力を得ながら生徒の奉仕活動の機会や活躍の場を広げたことに起因す

るものであると考えた。 
上記の実態より、過去の研究の課題と地域とのつながりを軸に、「考え、議論する道

徳」につながる指導方法・評価方法の在り方の工夫・改善に取り組み、教員の指導力

向上を図っていきたいと考えた。また、現在ある各行事や奉仕活動、さらに、地域の

特徴である自然や歴史、国際色の豊かさ、共生の必要性について、道徳教育の全体計

画・全体計画の別葉・年間指導計画の中での位置付けを整理し、地域の特色を生かし

た道徳教育の推進を図っていこうと考え、本主題を設定した。 
 
４ 研究の概要 

（１）研究の仮説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）研究の手立て 

【仮説１】に対する手立て 

①全員が「問題」を考えられる授業づくり 

②道徳科の授業における「問い」と「切り返し」の吟味 

③生徒が「自分事」として考えられる授業展開 

④思いを大切にする「振り返り」の確保 

【仮説２】に対する手立て 

①「家庭」や「地域」とつながる道徳科の授業づくり 

②「人」と「人」とがつながる授業づくり 

 

 本校の職員は、豊橋市内の他の中学校と比べ、大変若い。担任をもつ教員は、ほと

んどが 20 代若しくは 30 代前半である。経験年数が浅く、道徳科の授業に自信をもつ

【仮説１】 

道徳科の授業を構築していくにあたり、教師が「考え、議論する道徳」を念頭に置き、

授業をつくっていく過程や授業を展開していく際の流れを知り、工夫していけば、生徒

が道徳性を学び、道徳的な判断力、心情、実践意欲を育むことができるであろう。 

【仮説２】 

道徳教育を学校全体で行っていくにあたり、一人一人の教師が個別に行うのではなく、

家庭・地域・生徒間・教員間でつながりながら進めていけば、生徒が、よりよく生きる

ための基盤となる道徳性を養うことができるであろう。 
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教員は少なかった。そこで「道徳の授業とは何か」「効果的な授業方法は何か」を教員

自身が学び「考え、議論する道徳」を展開できるようにしたいと考えた。そのために、

上記の手立てを常に意識し、授業を構想していくことを考えた。 

 また、道徳の学びは一人では達成することはできない。そもそも、人間は一人で生

きていくことはできない。自分がいて、相手がいて、周りがいて、初めて生きること

ができる。東陽中学校には、前述したように、100 名以上の外国籍生徒が在籍してい

る。その中には、日本語をまだ理解しきれず、授業に参加しきれない生徒も数多くい

る。そのような生徒にも、仲間とともにつながりながら、学びを深められるようにし

たいと考えた。本校の特徴である「共生」を念頭におきながら、「家庭」「地域」と連

携をとり、「人」と「人」がかかわり合うことを大切にしていきたいと考えた。 

 上記の二つの仮説をたて「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の充実」を

目指し、実践を行った。 

５ 研究計画  

月 実施内容 備考 

（家庭・地域との連携） 

４月 ・現職研修推進委員会（校内研究組織発足、主

題・研究（道徳科）の方針、研究の手だて等

検討） 
・道徳教育の全体計画・全体計画の別葉・年間

指導計画の検討 
・現職研修全体会 
・授業参観（一斉道徳） 

・授業参観 
・地域ボランティア 
・ＰＴＡ総会における学

校説明 

５月 ・生徒、教員の実態把握①（アンケート実施） 
・西川真治先生による模範授業 

・自然体験学習 
・学校評議員会 
・資源回収 
・部活動保護者会 

６月 ・県教育委員会作成の意識調査① 
・授業参観の実施 
・第１回校内授業研究会（２年４組） 

西川真治先生による研修① 

・修学旅行 
・ビジネスパーク 
（職業人の話を聴く会） 

７月  ・保護者会 
・地域ボランティア 
・健全育成会情報交換会 

８月 ・西川真治先生による道徳の授業講話・演習 ・地域行事参加 
 

９月 ・第２回校内授業研究会（３年２組） 
西川真治先生による研修② 

・地域ボランティア 
・地域行事参加 

１０月 ・研究授業（学校訪問） 
・授業を見合おう月間 

・東陽祭（学校祭） 
・合唱コンクール 
・福祉体験学習 
・マナー講座 

１１月 ・第３回校内授業研究会（１年３組） 
西川真治先生による研修③ 

・愛知県道徳推進会議 研究推進校視察 

・職場体験 
・健全育成会情報交換会 
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６ これまでの取組と成果 

（１）家庭に見てもらう・家庭とともに考える道徳授業参観 

 ４月２４日に授業参観が行われた。例年は各担任の教科を行うものであったが、今

年度は、それぞれの学級すべてが道徳科の授業を行った。授業参観を行うにあたり、

各担任はその授業の紹介を参観者に配付した。それは、実際の授業の概要を知っても

らい、どの内容項目を学ぶのか、授業者がどのような思いで臨むのかを知ってもらう

ためである（資料１）。 

 

 ３年５組の授業は C-（13）「勤労」の授業を行った。「好きな仕事か安定かなやんで

いる。」という新聞の投書に対して「心が望む方向に」「現実的な職業を選べばよい。」

「転職を繰り返せばよい。」「生き方は結局変わらない。」などの意見が述べられた教

材である。授業では、生徒に「誰の考え方に共感できるか。」という発問をし、それぞ

れ意見交流させた。その後に「実際の大人にインタビューをしてみよう。」という投げ

かけをした。生徒たちは、自分の親や知り合いの親、教師などに直接話を聞き、保護

者も、それぞれの考えを生徒に伝えていた。 

 

１２月 ・県教育委員会作成の意識調査② 
・生徒、教員の実態把握②（アンケート実施） 

・マラソン大会 
・地域ボランティア 

１月 ・研究のまとめ ・学校評議員会 

２月 ・次年度へ向け、道徳教育の全体計画、全体計 
画の別葉、年間指導計画の検討 

・奉仕活動 
 

子どもが親に意見を聞きにく

るという授業はとてもいいな

と思いました。 （保護者 A） 

将来の職業についての大切な

授業だと感じました。クラスメ

イトや大人と話し合う時間や

発表があり、とてもよい時間で

した。     （保護者 B） 

資料２  授業参観生徒振り返り 資料３  授業参保護者振り返り 

資料１  授業参観 授業紹介 
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生徒は授業を受け、「みんな、それぞれ、違うから、自分の考えに自信をもって生活

→生きていくことが分かりました」などの思いをもった（資料２）。様々な人とかかわ

り、思いを深める様子が見られた。また、保護者のアンケートからも、大人の思いを

聞く機会を設けたことに肯定的な意見が多く見られた（資料３）。 

（２）西川真治先生による模範授業  

 ５月２２日、豊川市で長年道徳教育を牽引さ

れ、愛知県教育振興会作成「明るい人生」の編

集にも長く携わってこられた、元校長の西川真

治先生をお招きした。そして、全職員で、西川

先生の模範授業を参観した。２年４組教室で

B-(6)「思いやり」の内容で「カーテンの向こ

う」の授業を行っていただいた（資料４）。 

 授業の導入では「本当の思いやり

ってどういうもの？」という投げか

けから始まった。「両方がうれし

い。」「心の底から助け合える。」など

の発言が生徒からあった。その後、

全文を範読し、内容を確認した後

に、主発問「外の様子を見ていたヤ

コブは幸せだったのか、不幸せだっ

たのか。」という発問を生徒に投げ

かけた。生徒たちは西川先生の指示

で「幸せ」か「幸せではない」かを

選択し、各自でネームプレートを黒

板に貼りつけた。日本語が難しい外

国籍生徒複数人を含む生徒全員が

黒板にマグネットを貼った。そし

て、その理由を考えていった。その

後、西川先生が、挙手と指名を併用

して、生徒たちの考えを聞いていっ

た。学級の大多数の生徒が発言する

ことができ、その中には、今まで道

徳の授業で発言できなかった生徒

も多く含まれていた。そして授業の

終末には、導入と同じ発問「本当の

思いやりってどういうもの？」と問

いかけ、振り返りを行った。 

 初めて会う先生、多くの先生に見

られる状況にもかかわらず、前向き

に授業を行う生徒の姿に「考え、議

論する道徳」の授業の価値を改めて感じられる授業であ

資料４  模範授業風景 

資料５  発問づくりの視点 資料 
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った。 

 授業後に行われた教員向けの講話で、西川先生から「授業の構成の仕方」「発問づく

りの視点」を御教授いただいた。日本語が難しい生徒でも、授業の構成や発問の仕方

次第では、ともに学ぶことができることも教えていただいた。（資料５）。東陽中の教

員、特に経験年数の浅い教員にとって、道徳の授業の方向性がわかり、授業の礎を築

くことができた。 

（３）第１回授業研究会 

 ６月１６日、第１回授業研究会を開催した。

西川先生にお越しいただき、日本語が難しい

外国籍生徒を含めた全員が、課題に向き合い、

意欲的に考えられる授業を目指して実践し

た。２年４組にて、B-(9)「相互理解、寛容」

の内容項目を取り扱った研究授業を行った。 

 導入では「人と人とは完全にわかり合える

か。」ということを生徒に問い、数値化して考

えるように促した。本文を中盤まで範読した後に途中で止め「このあと主人公はどう

すべきなのか。」という主発問を生徒に投げかけた。その後、主人公の湊が「今までど

おり」か「何か対策をとる」のかの二択で生徒が選び、ネームプレートを黒板に貼る

ように指示をした。西川先生より教えていただいた方法を用いた結果、全員の生徒が

何かしらの意思をもち、表現することができた（資料６）。振り返りからは「みんな意

見がちがってもわかり合おうとしたりその人の立場になって考えたり自分を客観視

してみんながいい気持ちになるようにする。」「相手の意見を聞いて理解しようとする

ことと自分の意見をしっかり伝えることが大切」という思いを多くの生徒がもったこ

とがうかがえた（資料７）。 

 自分の意見をもち、その上で他者の思いを聞くことで、それぞれの思いがあること

を知り、それぞれの思いを尊重していくことの大切さを生徒は学ぶことができていた。 

 

（４）地域とつながるボランティア活動 

東陽中学校は、生徒が主体となって活動すること

を大切にしている。服装などについては「校則」は

なく、過去の生徒がつくり上げた「東陽中の約束事」

として示している。変更をしたければ、生徒総会に

て意見をあげ、生徒が話し合って約束事を改定でき

るようにしている。ボランティア活動も、過去から

行っていた経緯があり、生徒会執行部がアナウンス

資料６  全校授業研究会①風景 

資料７  全校授業研究会① 生徒振り返り 

資料８  納涼祭後ボランティア風景 
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をして、開催している。 

 C-(16)「郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する

態度」や D-(20)「自然愛護」の授業では、「大人に

なってもふるさとである東陽校区がすてきであっ

てほしい。（３年）」「校区には自然がたくさんあるか

ら、自分も大切にしていきたい。（２年）」などの振

り返りが見られた。 

 今年度も生徒会執行部がボランティアへの活動

を全校へ呼びかけた。地域の祭り「多米納涼祭」の

翌日の清掃作業には、夏休みにもかかわらず、昨年

度の倍以上の生徒が参加し、清掃活動を行った（資

料８）。東陽中学校南側に位置する「利兵池」の 530

運動では、土曜日に本校生徒の約半数程度が自主的

に集まり、地域の方とともに、ごみを拾った（資料

９）。また、PTA 主催の資源回収では、自主的に学校

に集まり、保護者とともに段ボールや新聞紙をまとめる姿が見られた（資料１０）。ど

のボランティアでも、活動後の生徒たちは充実感と満足感で笑みがこぼれていた。今

後も生徒会は、12 月に地域の神社や公園の清掃活動を行いたいと考えており、準備を

進めている。 

 生徒の心の中には「地域とともに、地域の環境を守っていきたい。」という心が育っ

ているように感じられる。 

（５）授業のつくり方を学ぶ 

 ８月２１日、西川真治先生をお招きし、「道徳

教育・道徳科の授業で大切なこと」という題目の

もと、全校教員向けに、講義・演習を行っていた

だいた（資料１１）。前半の講義では、そもそも

「道徳教育」と「道徳科」の違いは何か、「多面

的・多角的」とは何か、道徳の評価はどのように

行っていけばよいかなど、基礎的な部分について

確認し、全教員での共通認識を図ることができ

た。また、すぐに生徒の変容を求

めない「道徳は漢方薬」という言

葉もいただき、今後の道徳教育の

重要なポイントの一つとしてお

さえることができた。後半の演習

では、D-(19)「生命の尊さ（ゆり

ちかへ）」、B-(8)「友情、信頼（み

んなで跳んだ）」の授業のつくり

方を考える演習を行った。導入、

中心発問、切り返し、まとめなど

をどのように行うか、教員間で意

資料１１  西川先生 講義受講風景 

資料１２ 発問の仕方 資料 

資料１０  資源回収風景 

資料９  利兵池 530 運動風景 
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見交流をし、西川先生ならばどのように授業を行うかを、御指導いただいた。特に発

問の仕方で「オープンクエスチョン・クローズドクエスチョン」のお話をいただいた

（資料１２）。クローズドクエスチョンという発問の仕方は、外国籍が多い本校にお

いて、全員が自分事として考えられるよい手立てとなることがわかった。 

最後に、本校教員の「道徳の授業で悩んでいること、質問したいこと」に答えてい

ただく時間を設定した。特に若い先生から出された悩みや質問に対して西川先生から

助言をいただいた（資料１３）。 

 夏休みに授業のつくり方を学び、悩んでいることや質問したいことを聞くことがで

き、２学期以降の授業に生かしていきたいと、多くの教員、特に経験年数の浅い教員

が思うことができた。 

（６）第２回授業研究会 

 ９月４日、３年２組にて第２回全校授業研究会

を開催した。内容項目は D-(19)「生命の尊さ」で

教科書教材「避難所での出来事」を扱い、授業を

行った（資料１４）。 

避難所で息子が苦しんでいるが、周りの人は誰

も車を貸してくれなかった。やむにやまれぬ父

は、鍵がついたままの他人の車を勝手に借り、息

子を病院へ送った。このような内容に対し、「こ

の父親の行動は、ありか、なしか」という発問を

生徒に投げかけ、考えるように促した。西川先生

に教えていただいた発問の方法のうちの「クロ

ーズドクエスチョン」を使ったこの発問により、

学級全員が、「あり」か「なし」かを考え、自分

の意思表示をすることができていた。ある外国

籍生徒は「あり」と「なし」の中間という意思表

示をした。「ありの気持ちもわかる。なしの気持

ちもわかる。」という理由のため、そのような答えになったとのことだった。道徳とし

て、この考え方は間違いではない。夏休みの講義でも、西川先生は「道徳の答えは自

分の心の中にある。」ということをおっしゃっていた。生徒なりに自分自身と向き合

い、考えた、何よりの結果であろう。 

Q：どうしても、発問が国語の読み取りのようになってしまう。 

A：道徳は、答えは自分の心の中にある。本文から読み取る必要はない。状況に応じて、途中

で道徳の教科書を閉じるように指示しても構わない。 

Q：生徒の意見が、一部の生徒の意見に流されてしまう。 

A：それをこえていくための「本音」を言えるようになることが大切。全員で達成することの

価値を共有できるようにしたい。そのためには「教師の語り」の時間も大切。 

Q：グループ活動は道徳では有効な手段なのか。 

A：周りと相談して自分の考えをもつことは必要。しかし、グループで１つの答えを導くこと

はナンセンス。道徳は自分自身の心に問いかけるものだから。 
資料１３  道徳授業 

Q＆A（一部） 

資料１４  全校授業研究会②風景 
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生徒の振り返りには「命より大切なものはない。」「他人事としてみてはいけない。」

「命は自分だけがもっている物ではなく、他人も同じ重さだから優先順位もいらな

い。」などの記述があった（資料１５）。 

 

（７）授業を見合おう月間 

 ９月中旬から１０月中旬にかけて、教

員同士で道徳の授業を見合う「授業を見

合おう月間」を設定した。目的は、①教師

自身の道徳の授業を見てもらうことで、

助言を頂き、よりよい授業を行えるよう

にする。②他の授業を見ることで、それぞ

れの授業方法のよさを知り、自身の授業

に取り入れられるようにするという、２

点である。 

 前述したように、本校の教員は圧倒的

に若い教員が多い。様々な知識を得たと

しても、それが本当に生かされているの

か、不安に思う教員も多く存在する。手立

てにも述べたように、教員間もより多く

のつながりをもちながら、よりよい授業

を行っていくことで、生徒が、よりよく生

きるための基盤となる道徳性を養うこと

ができると考える。この月間では、特に若

い教員はベテランの教員の授業を、ベテ

ランの教員は若い教員の授業を参観するように促し

た。そうすることで、若い教員が自ら学ぶことができ、また、アドバイスを得ること

ができると考えた。 

 ２年３組の授業を見に行った教員の振り返りでは、導入、発問の方法を見学し、そ

の結果、前向きに生徒が学びを深化させていたことが書かれていた（資料１６）。教員

全員が、他の教員の授業を見に行き、自分の授業の参考にしたり、こうするとよいと

いう助言をしたりすることができ、授業の大切さを更に実感することができた。 

（８）道徳の授業を振り返る学級通信 

各学級、週１時間道徳の授業が確実に行われている。しかし、１学期に行った保護

者アンケートで、保護者に聞いた「お子様は道徳の授業について家庭で話しますか。」

という設問に対し、68.9％の保護者が「あまり話さない・ほとんど話さない。」という

資料１６  授業を見合おう月間 シート 

 

資料１５  全校授業研究会② 生徒振り返り 
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結果だった。そこで、道徳の授業を振り返る学級通

信を、不定期に発行する取り組みを行った。もとも

と学級通信を多く発行する学級もあればあまり発

行しない学級もある。また、無理につくっても、続

かなくては意味がない。よって、できる学級で無理

なく、道徳の取り組みを学級通信で保護者に紹介す

るようにした。 

１年１組は、道徳の授業の内容や生徒の振り返り

を、学級通信にて随時紹介している（資料１７）。授

業の内容や板書を書き、生徒の感想をのせ、各家庭

へ配付している。生徒自身も自分の振り返りが通信

にのることに前向きな気持ちをもっている。この学

級通信が、家庭での道徳の話題へとつながり、家族

とともに考えていく道徳教育の一助になればと考

える。 

６ 研究の評価 

（１）研究の成果 

 若い教員、100 名以上の外国籍生徒、豊かな自然、生徒主体の活動。これら本校の

特色を生かし、家庭や地域とつながりながら、道徳教育の充実を目指して、研究を進

めてきた。西川真治先生から学んだことを念頭におきながら授業を進めることで、学

級全体で考える姿、「問い」「切り返し」を大切にした発問、生徒が他人事ではなく自

分のこととして考える授業、今後に生かす振り返りができるようになってきた。また、

教員の力だけではなく、家庭の助言があったり、地域とともにつながっていったりす

ることで、生徒の道徳性はより一層育まれているように感じる。 

 生徒用アンケートでは「『道徳科』では他の人の考えを聞きながら、自分のことにつ

いてよく考えている。」という質問に対し「そう思う」という回答が、年度初めの 41％

から 47％に上がった。また、「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙虚な心

で他に学び、自らを高めることができる。」に対し「そう思う」という回答が、年度初

めの 22％から、62％と、大幅に上がった。生徒が自分の考えや意見をもった上で、考

え、議論する道徳を実践できた結果と考えられる。 

 結びに、生徒から「道徳の授業が楽しい。」という声が多く聞かれるようになった。

教師と生徒も一生懸命に取り組んだ何よりの結果だと考えられる。 

（２）今後の課題と取組 

「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の充実」を目指し、実践を行ってき

た。しかし、単元によっては、まだまだ生徒にとって難しいと感じるものもある。今

後も、生徒のための道徳教育を家庭や地域と連携しながら、地域の特色を生かしなが

ら進めていきたい。また、この取り組みが一過性になってしまっては意味がない。こ

れからもより一層の道徳教育の充実を目指して、精進して取り組んでいきたい。 
 

資料１７  道徳授業の学級通信 


